






した ものは なか った。せん 断破壊 を起 した軽量 は りでは ,

スバ ン中央付近 に発生 した 2～ 3本 の 曲げ ひび害」れが上 フ

ランジとウェプの結合部付近まで伸長 した後,破 壊荷重の

8 0～ 9 5 %の 荷重でせ ん断スバ ンの中立軸付近に載荷 点

に向 って部材軸 と約 3 0°の角度の斜 ひび害」れ を発生 した。

軽量 P Cは りのせん 断破壊は非常 に脆性的で あ って ,大 き

な金属的な音響 を伴
ネ って破壊 し,中 1 / Cは破壊 時の プレス

トレスの解放 に伴 な う目1次的な影響 に よっては りが完全 に

破砕 して しまった もの もあ った。は りのせん 断破壊後の状

態 の
一例は 写真 に示 すよ うで ある。

は りのせ ん 断スパ ン内の腹部
l r cグー ジ長 さ 6 0 mの ワイ

ヤー ス トレイングー ジを直角型の ロゼ ッ ト状 に貼付 し,両

側 3点 ずつ計 6点 を電t t・オ ッシ ログラフで同時記録 し′,斜

引張応 力度 を求めた。荷重 と斜 引張応 力度の 関係は 図
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に示 す ように,曲 げ ひび割れの発生以前 てあ って も,互 に

直線 関係 には な く,荷 重 の増加に対す る斜引張応力度の増

加が 次第に著 し 〈な ってい る。 この図か ら,斜 引張応 力が

コンク リー トの引張強度 を越え た ところの荷重 を斜 ひび割

れ荷重 と し,こ の荷重 と土木学会
″
ブレス トレス トコンクリー

ト設計施工指針 ″に基 づ き,全 断面を有効 と考
え,コ ンク

リー トの引張強度に圧裂 引張強度を代入 して斜ひ び割れ荷

重 を算定す る と,実 験値 と計算値の比は 6 0～ 7 2 %で あ

って,計 算値はか な り大 きな値 を与える ことが認め られ た

この原因 と しては,斜 ひ び害Jれと直角方 向に作用す る圧

縮応 力の影響 に よる組み合わせ応 力下の引張強度の低下 ,

少 な どが考え られ るが ,一 応 コンク リ
ー トの引張強度の代

び割れ荷重 を算定す る と,実 験値 と計算値は表
- 2に 示す

写 真 軽量 PCは りのせん断破壊状態
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。 図 -4 斜 引張応力度の実測値と荷重

の関係

鋼棒 の付着破壊 に よる軸方向圧縮応 力の減

わ り1 / Cその %を 代入 して 次式 に よって斜ひ

よ うに比較的 よ く
一致 してい た。

V D =ヱ 与 堕 ν
′σ
: +σ σt

ここに,  I P , P C鋼材換算断面の断面 2次 モ
ー メン ト, Q′ 中立軸 より上の断面の中立軸に関する断

面 1次 モー メン ト,  b。′腹部の巾,  σt′コンクリ
ー トの引張強度,  σ '中 立軸に作用 している軸方向

圧縮応力度である。

したが って,腹 鉄筋を計算上配置 しない軽量 P Cは りの許容斜ひび割れ荷重を算定
する場合,軽 量

P Cは りのせん断破壊が特に危険であることをも考慮 して,許 容引張応力度を
コンクリー トの引張強

度の%程 度 とするのが合理的であるように思われる。なか,計 算
上スター ラップを必要としない場合

で もスター ラップ間隔を軽量 P Cは りでは普通 P Cは りに比
べ密に配置すべきと考えられる。
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